






























ナ= 科 受験者数 平均点
経営情報実務 67名 約57.8点
現代文化 26名 約54.7点
~二、 体 93名 約56.9点
実際の得点分布を見てみると かなり大きな広がりを持っていたことが分かる。 90点以上の
かなり基礎力のある学生が6名 次いで75点から 89点までのある程度基礎力のある学生が 10
名， 29点以下のほとんど基礎力のない学生が7名おり，その中間に 30点から 74点までの中間
層があった。しかし，よく見るとその中間層の中にもいくつかの山があった。 60点から 74点ま






二詳ミ子,_ 干ヰ 受験者数 平均点
経営情報実務 47名 約55.0点、
現代文化 12名 約52.6点








14年度は60点から 74点までの上位の層に 26名， 45点から 59点までの中位の層に 24名， 30
点から 44点までの下位の層に 20名の学生がいて，得点層が上位になればなるほどそれだけ学生
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"it 科 受験者数 平均点
経営情報実務 33名 約50.5点
現代文化 10名 約50.4点





三全体の得点分布は基本的には 15年度とそれほど変わっておらず， 15年度をほぼ継承していた 0
",90点以上のかなり基礎力のある学生がひとりもいなくなったことも，中間層の形が逆転したご
ぐとも 15年度と同様で、あった。それに加えて， 75点から 89点までのある程度基礎力のある学生
湯~5名となり，前年より 3名減少してしまった。中間層の中を詳しく見てみると， 60点から 74






声ナι 科 受験者数 平均点
経営情報実務 57名 約56.9点
現代文化 23名 約55.5点








なかったが， 75点から 89点までのある程度基礎力のある学生が 19名おり，この層が本学を引っ
張る牽引車的存在になっていた。受験者数が80名なので，約4人に 1人がここに属していたこ
とになり，この年度の躍進を支えた原動力のひとつになっていた。 29点以下のほとんど基礎力
のない学生が6名いたが，この割合は 16年度とほぼ同じであった。 30点から 74点までの中間
層は55名であった。この中間層の中を詳しく見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 18













































間層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 12人， 45点から 59点までを中位の層に















10名。 30点から 74点までの中関層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 15人， 45



















然異なっていた。前年度のピークは 50 ～ 54 点と 40 ～ 44 点のところ（~ミずれも 10 名）にあっ
たが， 21年度は30～34点、のところに下がってきており， 12名の学生がここにいた。また，第
2のピークもその前後の40～44点と 20～24点にあり，低得点層の膨らみが目立つていた。 30
点から 74点までの中間層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 14人， 45点から 59

























が目立っていた。 22年度のピークは50~ 54点と 40～ 44点のところに上がってきていて， 10
名の学生がここにいた。第2のピークは下方30～ 34点のところ（前年度のピーク）に9名いた
が， 70～74点に 7名， 60～64点に6名，両ピーク間の45～49点に6名おり，前年の下膨れ




































50～54 I a 












昨年度のピークは50～ 54点と 40-44点のところにあり 10名の学生がここにいた。第2













(4）百iereare many ( ) offood from al over the world in this store. 
1. chances 2. jobs 3. trips 4. kinds 
次に正解率の高かった問題は10番であり，正解率は75.4%であった。
(10) A : Idon’t know ( ) Central Park is. 
B : It’s not far. I'l show you. 
1. who 2. when 3. where 4. whose 
正解率が70%を越えたのは以上の2題のみであった。昨年は，正解率が80%を越えたのは2
番， 37番， 10番の3題であったので，今年度のレベルがいかに低L功 hがよく分かる。
3番目に正解塁手の高かった問題はl番と 2番であり，正解率は共に 68.4%であった。
(1) A : Do you know what language is ( ) inMexico? 
B : Yes. It’s Spanish. 
1. thrown 2. lent 3. spoken 4. told 
(2) A : Excuse me. Can you tel me the way to the post office? 
B : Sure. ( ) straight down the street. It’s on the right. 
1. Break 2. Catch 3. Go 4. Put 
反対に，最も正解率の低かった問題は 36番であった。
(36) A : Can you visit our farm in Canada this summer, Ken? 
B : ( 
1. Yes, it’s mine 2. No, I haven’t 




(18) If it ( ) tomorrow, I’1 probably stay home and read. 
1. rainy 2. rains 3. raining 4. to rain 
正解率は 17.5%であった。半数近くが1を選んでLいた。 be動詞がないのに主語 itの後ろに直接
形容詞をつなげたり， ing形を続けたりする基礎力不足が目立つのは毎年同じ傾向である。
次に正解率の低かった問題は6番であった。
(6) A : This is a report ( ) I wrote in Japanese yesterday. 
Could you check it for me, Jiro? 
B : 0 K, Laura. 
















第l回目 ｜ 第2回目 ｜ 得点差
約43.7点 ｜ 約48.4点 ｜ プラス 4.7点
第2回目 (1月）は53名が受験し，平均点は48.4点で，第1回目より 4.7点上昇した。過去
3年間の得点差推移を見てみると， 20年度はプラス 1.7点， 21年度はプラス 4点， 22年度はプ
ラス 3.8点となっており，今年度のプラス 4.7点はここ数年の中で最大の上げ幅であり，かなり





学 部 ｜ 受験者数 ｜ 平均点
短 大 I 47 ft 1 22s.6点
全学（短大含む）｜ 284名 I 299.4点
短大を含む全学で284名が受験し，平均点は299.4点であった。短大の平均点は225.6点であ






平成14年度からの全体の平均点の推移を見てみると， 14年度： 56.9点， 15年度： 54.5点， 16
年度： 50.5点と年々下降の一途をたどり， 17年度に 56.5点といったん上昇に転じたが， 18年度
に48.3点と大きく下げ， 19年度： 51.0点， 20年度も 51.0点と戻したが， 21年度は46.0点と下
げ， 22年度は53.5点と大きく上昇したが，今年度は43.7点と過去最低になった。評定平均値の
高い学生が多く入学した平成17年度と，短大第2希望入学者など勉学意欲が高い学生が多く入
学した平成22年度を除いて，平均点は段i皆的に年々低下していると見るべきであろう。この程
度の試験で平均点が43.7点ということは，ほとんどの学生が中学レベルの基礎力がないという
ことである。来年度に向けて特に明るい材料もなく，更に下がる可能性もあろう。ごうなれば，
もはやTOEICレベルの話ではない。とは言え，短大で1年間基礎をしっかり学んだ者は着実に
実力アップを果たしている。数字にもはっきり表れている。我々にできることは，たえず基礎を
確認しながら授業を行い，全体的な底上げをすることだと思う。また同時に，ある程度基礎力の
ある学生に対して更に実力を伸ばせるような指導方法も求められていると思う。
